
目的
本県の重要漁業である沖合底びき網漁業では, カ
レイ類 (特にヒレグロ) の小型魚 (体長��㎝未満)
が漁獲されてしまい利用価値がないことから船上で
投棄されている. これらの小型カレイ類を選択的に
逃避させる漁具を開発し使用することで, 小型魚を
保護し資源の安定・増大を図る.
平成��, ��年度に試験船第一鳥取丸を用いてトロー
ル漁法による試験を行った結果, 下網の網口中央部
に魚が逃避する選別口を設けることが有効であるこ
とが分かっている.
しかしながら, 漁業者が行う底びき漁法がかけま
わしであることから, 平成��, ��年度に引き続き,
当業船を用いてたかけまわしを実施し, 漁具の構造
及び選択性を向上させるための試験を行った.

方法
試験操業は６月 (��～��日) 及び８月 (７, ８,��, ��日) に鳥取県岩美町沖合水深����前後の海
域で鳥取県漁協網代港支所所属の沖合底びき網漁船
２隻を (６月��ｔ型, ８月��ｔ型) を傭船して行っ
た. 試験に用いた漁具は各船の所有するカレイ用網
の一部を改造して作成した.
漁具の基本構造は, 平成��, ��年と同様とした�

しかしながら, これまでの漁具構造は複雑であるこ
とから漁業者が導入しにくいものであるため, 選別
口を網で覆わない簡単な構造とし, カレイの大きさ
の違いによるジャンプ力を利用してサイズ選択を行
うものとした� (図１)
また, 選別口を通過し逃避した個体を採集できる
よう, 選別網後方に袋状のカバーネットを取り付け
た.
袋網及びカバーネットで採集された漁獲物は, 船
上で主要な水揚げ対象魚種別に選別した後, 漁獲重
量や漁獲尾数の計数, 体長 (パンチング) の測定を
行った�
加えて, 曳網時における漁具の網高さを知るため,
ヘッドロープ, 選別口の上下それぞれに小型メモリー
深度計 (ミクレル �������) を取り付けた.
操業条件 (曳網の方向・時間・速力など) は各船
が通常の操業で行ってるの方法をとった.

結果
【６月試験操業】 (表２－１)
選別口 (選別網口) を下網と同じ幅とし, グラン
ドロープから選別網口までの距離を変化させて試験
を行った�(図２－１) なお, 選別網高さは海底か
ら��㎝程度を想定してトワインの長さを設定した�
(表１－１)
○ヒレグロ：����の結果よりグランドロープより����付近に選別網口を設けるとサイズ選択効果が良い
と思われた�(図３)
○アカガレイ：サイズ選択できなかった�(図４)
○ソウハチ：ほとんど獲れなかった�(水深がこ異
なる)
○ハタハタ：漁獲重量の��～���％を袋網で漁獲
○エビ類：漁獲重量の��～���％を袋網で漁獲
○ズワイガニ：漁獲尾数の��～��％が選別網より逃
避
○スルメイカ：漁獲重量のほぼ���％を袋網で漁獲
○白バイ：ほとんど獲れなかった�
○選別網高さ：水深計の誤差等により計測が難しい
が概ね１�程度あったと思われた�
○選別網へ入網した小型カレイ類 (ヒレグロ, アカ
ガレイ) は, 総漁獲量の２割程度であった�
【８月試験操業】 (表２－２)
選別網へ入るカレイ類の量を増やすため選別口

(選別網口) をスジ縄まで拡大 (図２－２)�６月試
験の結果よりグランドロープから選別網口までの距
離を����付近にして試験を行った�また, 選別網
高さを当初, 海底から��㎝程度を想定してトワイン
の長さを設定し変化させたが, 記録ミス等により不
明な��が多くなってしまった�(表１－２)
○ヒレグロ, アカカレイ：サイズ選択できなかった�
(選別網に入る量が少ない) (表２－２, 図５, 図６)
○ソウハチ：ほとんど獲れなかった� (水深がこ異
なる)
○ハタハタ：漁獲重量のほぼ���％を袋網で漁獲
○エビ類：漁獲重量の��～���％を袋網で漁獲
○ズワイガニ：漁獲尾数の��～��％が選別網より逃
避
○スルメイカ：漁獲重量の��～���％を袋網で漁獲
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○白バイ：漁獲重量の��～���％を袋網で漁獲
○選別網高さ：水深計の誤差等により計測が難しい
が概ね��～��㎝程度あったと思われた� ６月及び８月の試験結果より, 網構造としては,

漁業者が導入しやすい簡易な構造となった�
選別網口はグランドロープから���ｍ程度に設置

するとサイズ選択効果があると思われた�しかしな
がら, ８月の試験においては選別網口の設置位置,
幅, 高さを変えても選別網にカレイ類が入らない状
況が発生した�８月の試験では白バイがある程度袋
網で漁獲されており, 本来選別網が機能していれば,
構造的に選別網で多く漁獲されるべきものである�
水深計では, 選別網口の高さは確保されたように思
われたが, 白バイが選別網で漁獲されなかったこと
から, 選別網口が安定して開口していなかったこと
が原因と考えられた�
また, ハタハタ , エビ類, スルメイカについて

は, 選別網に関係なく袋網でほぼ全て漁獲された�
さらに, ズワイガニについては最大７割 (尾数ベー
ス) 程度, 選別網から逃避した�ズワイガニを獲る
目的とした網や漁期でないことから, 船上での漁獲
物選別が楽になるとともに資源保護につながること
が分かった�
今後は, 選別網口の開口を安定させる方策 (ウキ
等の使用) を行うとともに, 選別網口の映像の撮影
を行い�小型カレイ類のサイズ選択及び量の確保を
行う必要がある�
なお, これらの結果は, ８月��日及び��日に賀露,
網代, 田後地区の漁業者へ沖底漁期前報告会の一部
として報告を行った.

－��－図１ 小型カレイ類のサイズ選別模式図
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表１－１ 試験操業の内容(６月)

表２－１ 主要魚種別漁獲量 ６月の試験結果

表１－２ 試験操業の内容(８月)
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表２－２ 主要魚種別漁獲量 ８月の試験結果

図２－１ 試験に用いた漁具構造(６月) 図２－２ 試験に用いた漁具構造(８月)
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図３ ヒレグロのサイズ選択結果(６月)

図４ アカガレイのサイズ選択結果(６月)
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図５ ヒレグロのサイズ選択結果(８月)

図６ アカガレイのサイズ選択結果(８月)




